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主
に
導
か
れ
て

長
澤
仁
司
／
長
澤
親
子

　

皆
様
の
尊
い
献
金
に
よ
っ
て
私

た
ち
の
生
活
が
支
え
ら
れ
心
豊
か

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
１
９
６
４
年
春
、
日

本
聖
書
神
学
校
を
卒
業
し
て
結
婚
。

最
初
の
任
地
は
、
山
梨
分
区
教
師

会
の
招
聘
に
よ
る
市
川
教
会
。
隣

町
の
巨
摩
教
会
を
兼
牧
。
両
教
会

の
再
建
が
期
待
さ
れ
て
の
こ
と
。

　

家
具
一
つ
な
く
無
一
文
、
た
だ

十
字
架
と
復
活
の
主
が
同
行
さ
れ

る
喜
び
に
溢
れ
て
の
出
発
で
あ
っ

た
。

　

両
教
会
共
、
７
、８
名
の
信
徒
の

方
々
と
の
礼
拝
が
始
ま
る
。
休
む

こ
と
な
く
続
け
る
新
米
の
懸
命
な

説
教
に
真
剣
に
毎
週
傾
聴
し
続
け

て
下
さ
る
私
た
ち
の
う
ち
に
、
共

通
の
理
解
が
生
ま
れ
て
く
る
。
主

日
礼
拝
の
真
の
主
は
私
た
ち
で
は

な
い
、
聖
霊
ご
自
身
が
私
た
ち
を

動
か
し
招
き
、
共
同
体
を
建
て
、

こ
う
し
て
は
い
ら
れ
ぬ
と
、
こ
の

世
に
派
遣
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う

事
。
こ
う
し
た
こ
と
を
通
し
て
育

て
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

十
数
年
を
経
て
、
教
会
は
若
者

を
含
め
て
数
を
増
し
、
牧
師
の
家

族
を
支
え
、
分
区
の
開
拓
伝
道
に

も
積
極
的
に
参
加
す
る
教
会
に
成

長
し
て
い
く
。
そ
の
頃
、
巨
摩
教

会
も
新
た
に
主
任
牧
師
を
迎
え
、

今
で
は
立
派
な
教
会
堂
を
建
て
宣

教
の
業
を
な
し
て
い
る
。

　

１
９
８
２
年
、
70
年
代
の
荒
れ

た
時
代
の
中
で
礼
拝
粉
砕
さ
れ
た

駒
澤
教
会
か
ら
、「
説
教
に
よ
っ
て

教
会
を
建
て
て
ほ
し
い
」
と
の
要

請
と
神
学
校
が
校
舎
を
建
築
し
た

い
の
で
協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
要

請
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
１
９
９
２
年
に
は
、
田

園
調
布
教
会
か
ら
２
年
間
牧
師
が

決
ま
ら
ず
、
創
立
期
に
牧
師
を
支

え
て
来
た
信
徒
が
高
齢
と
な
り
40

数
名
の
方
々
が
存
宅
し
て
牧
会

が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
就
任
し

て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
再
三
に
わ

た
っ
て
続
い
た
頃
、
私
と
信
徒
と

の
関
係
が
親
密
で
、
私
に
と
っ
て

教
会
は
「
わ
た
し
の
教
会
」
と
な
っ

て
い
た
。

　

こ
の
私
の
思
い
上
が
り
を
主
は

赦
し
て
下
さ
り
、「
わ
た
し
の
羊
を

養
い
な
さ
い
」
と
私
に
命
じ
ら
れ

た
原
点
を
示
さ
れ
る
た
め
に
、
頑

固
な
私
を
憐
み
、待
ち
伏
せ
し
、「
キ

年金局・「隠退教師を支える運動」通信2026.6. 20 第 149 号
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リ
ス
ト
の
教
会
」
と
な
る
た
め
に

道
を
示
し
て
下
さ
っ
た
。
私
は
主

に
従
い
、
両
教
会
で
存
分
に
用
い

て
頂
い
た
。

　

か
く
し
て
、
私
た
ち
は
２
０
０
０

年
、
そ
の
働
き
を
終
え
る
時
を
迎

え
た
。

　

隠
退
し
て
す
ぐ
、
息
子
家
族
の

住
む
隣
り
の
築
15
年
の
中
古
マ
ン

シ
ョ
ン
の
一
室
を
購
入
。「
終
の
棲

み
家
」
と
し
た
。
が
し
か
し
、
私

た
ち
の
身
体
は
限
界
に
達
し
て
い

た
。
妻
の
心
臓
の
手
術
、
私
の
大

腸
ガ
ン
の
手
術
。
幾
つ
か
の
持
病

の
発
見
、
妻
が
身
重
な
婦
人
の
下

敷
き
に
な
り
腰
骨
の
骨
折
に
よ
る

長
期
入
院
、
同
じ
頃
、
私
は
く
も

膜
下
出
血
で
長
い
間
自
分
が
何
者

か
も
わ
か
ら
ず
入
院
、
数
年
か
け

て
記
憶
の
回
復
、
最
近
よ
う
や
く

思
考
の
継
続
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

こ
の
数
年
よ
う
や
く
安
定
し
て

き
た
と
思
っ
た
が
、
一
昨
年
は
妻

の
大
腿
骨
々
折
、
今
年
の
１
月
に

私
も
大
腿
骨
々
折
で
２
ヶ
月
半
の

入
院
。
良
い
機
会
な
の
で
購
入
し

た
ば
か
り
の
上
田
光
正
著
『
バ
ル

ト
神
学
へ
の
道
し
る
べ
』
を
熟
読

し
た
。
山
梨
分
区
教
師
会
の
読
書

会
で
出
版
し
た
ば
か
り
の
井
上
良

雄
訳
『
和
解
論
』
を
取
り
上
げ
、

そ
の
後
出
版
さ
れ
る
ご
と
、
駒
澤

教
会
時
代
も
田
園
調
布
教
会
時
代

も
独
り
読
み
続
け
て
い
た
私
の
福

音
理
解
を
チ
ェ
ッ
ク
、
大
き
な
誤

り
が
な
か
っ
た
こ
と
に
安
堵
と
い

う
よ
り
確
信
を
得
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
中
に
私
が
牧
師
で
あ

る
こ
と
が
知
れ
渡
り
、
70
名
の
老

人
達
が
食
事
中
、
私
の
ま
わ
り
に

集
ま
り
、
質
問
を
告
げ
る
よ
う
に

な
り
、
私
は
福
音
書
を
用
い
て
思

う
存
分
に
語
っ
た
。
退
院
ま
で
続

い
た
。
私
は
主
に
よ
っ
て
派
遣
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
。

　

95
才
と
90
才
の
私
た
ち
の
人
生

が
、
新
横
浜
教
会
の
主
に
あ
る
友

垣
に
囲
ま
れ
て
始
ま
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
主
が
先
導
さ

れ
同
伴
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

（
な
が
さ
わ
ひ
と
し
／
な
が
さ
わ
ち
か
こ
）

　
「
隠
退
教
師
を
支
え
る
運
動
」
推

進
委
員
会
で
は
、
２
０
２
６
年
度

に
当
た
っ
て
、
推
進
委
員
２
名
の

増
員
と
、
監
事
２
名
の
交
代
が
あ

り
ま
し
た
。

　

３
月
末
で
、
大
三
島
義
孝
監
事

と
河
村
富
雄
監
事
が
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
共
に
８
年
の
長
き
に
亘
り

２
０
２
６
年
度
「
隠
退
教
師
を
支
え
る
運
動
」

推
進
委
員
会
の
組
織
に
つ
い
て

監
事
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感
謝
で
す
。

　

後
任
の
監
事
に
は
丸
山
和
則
教

師
（
教
団
幹
事
）
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
（
も
う
お
一
人
は
未
定
）。
今

回
は
、
新
任
の
推
進
委
員
（
推
進

員
を
兼
務
）
の
お
二
人
の
ご
挨
拶

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
推
進
委
員
会
事
務
局
）
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●
新
た
な
る
決
意
●

推
進
委
員
　
山
角
正
子

　
「
推
進
委
員
に
」
と
お
声
が
け
を

い
た
だ
い
た
時
、
驚
き
躊
躇
し
ま

し
た
。

　

15
年
前
に
千
葉
に
転
居
す
る
ま

で
は
「
隠
退
教
師
を
支
え
る
運
動
」

に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
新
津
田
沼
教
会
で
こ
の

献
金
の
係
を
、
東
京
教
区
・
千
葉

支
区
で
推
進
員
を
つ
と
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
中
で
、
運
動
の
尊
い
歴

史
・
大
切
さ
を
知
る
よ
う
に
な
っ

た
私
へ
の
お
声
が
け
。

　

祈
り
、
牧
師
に
相
談
し
、
推
進

委
員
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
思
い
に
導
か
れ
ま
し
た
。

●
主
に
あ
り
て
●

推
進
委
員
　
福
田
栄
一

山角正子さん

福田栄一さん

　

２
０
１
０
年
に
発
行
さ
れ
た
『
夕

べ
に
な
っ
て
も
光
が
あ
る
「
隠
退

教
師
を
支
え
る
運
動
」
三
十
年
の

歩
み
』
を
読
み
返
す
度
に
、
運
動

を
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
と
い
う
思

い
に
駆
ら
れ
ま
す
。
冊
子
の
「
は

じ
め
に
」
に
書
か
れ
て
い
る
『「
隠

退
教
師
を
支
え
る
運
動
」
に
は
終

わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
主
の
御
器

と
し
て
立
て
ら
れ
た
教
師
が
御
言

を
語
り
続
け
、
信
徒
が
生
み
出
さ

れ
る
限
り
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

主
は
そ
の
環
境
を
整
え
る
責
任
を

担
う
こ
と
を
信
徒
に
お
命
じ
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
』
が
、
心
に

深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
が
全
国
に
広
が
る
様

に
、
祈
り
つ
つ
皆
さ
ま
と
歩
ん
で

い
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

（
や
ま
ず
み
ま
さ
こ
／
新
津
田
沼
教
会
）

　

私
は
こ
の
10
年
位
前
ま
で
「
隠

退
教
師
を
支
え
る
運
動
・
１
０
０

円
献
金
」
が
あ
る
事
す
ら
知
ら
な

か
っ
た
者
で
し
た
。
そ
れ
が
神
様

の
御
計
画
の
元
に
こ
の
よ
う
な
大

役
を
任
さ
れ
る
者
と
な
り
、
戸
惑

い
と
感
謝
が
交
錯
し
て
お
り
ま
す
。

「
あ
な
た
方
の
内
に
働
い
て
、
御
心

の
ま
ま
に
望
ま
せ
、
行
わ
せ
て
お

ら
れ
る
の
は
神
で
あ
る
」（
フ
ィ
リ

ピ
２
章
13
節
）
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
御
言
葉
は
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
与
え
て
下
さ
る
神
様
を
否
定

し
な
い
事
の
大
切
さ
、
志
の
重
要

性
を
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
が
教
職
の
将
来
を
考

え
、
安
心
し
て
教
会
の
奉
仕
の
業

に
励
む
事
が
出
来
る
為
に
大
変
重

要
な
事
業
と
い
う
事
が
分
か
り
ま

す
。

　

最
近
は
ど
の
教
会
・
伝
道
所
に

お
き
ま
し
て
も
奉
仕
す
る
信
徒
が

減
っ
て
い
ま
す
。
信
徒
の
高
齢
化
、

生
活
様
式
の
複
雑
化
等
、
色
々
な

要
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
今
は
私
達
が
神
様
に
寄

り
添
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
神

様
が
私
達
を
捉
え
て
下
さ
っ
て
い

る
事
を
心
に
留
め
、
奉
仕
の
業
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

各
教
会
・
伝
道
所
に
こ
の
運
動

の
担
当
者
を
置
く
事
が
出
来
れ
ば
、

少
し
ず
つ
前
進
し
、
献
金
の
額
が

増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
推
進
員
、
推
進
委
員
、

教
職
、
信
徒
が
祈
り
を
持
っ
て
心

を
一
つ
に
し
て
、
運
動
の
発
展
に

努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ふ
く
だ
え
い
い
ち
／
狛
江
教
会
）
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業 務 室 よ り

連絡先・年金振込先の変更は、できる
限り早めに、書状、Fax、e-mail の何れ
かで、年金局までお知らせください。

― 年金を受けている方へ ―
年金給付のお知らせ

7 月の定例給付のご案内をします。

送 金 内 容	 2026 年 度 第1 期 分 給 付
（2026 年4・5・6 月分）

送 金 日	 2 0 2 6 年 7 月 10 日（金）
期日に、ご指定の金融機関に入金されて
いない場合は、ご連絡ください。

次 回 送 金	 2 0 2 6 年 10 月 9 日（金）

日本基督教団  年金局
〒 169-0051 東京都新宿区西早稲田 2-3-18-31

Tel:03(3202)2080 ／ Fax:03(3202)2081
mail:nenkin@uccj.org

「隠退教師を支える運動」推進委員会
〒 169-0051 東京都新宿区西早稲田 2-3-18-31

Tel:03(3232)8005 ／ Fax:03(3202)2081
mail:sasae100@uccj.org

☆ 4 月 10 日の定例給付には、教師退職年金、
キリスト教教育主事退職年金、遺族年金合
わせて、約 1 億 300 万円を 686 名の方々に
お送りしました。

☆ 2025 年度年金局事業・決算報告がまとま
りました。以下概要を感謝をもってご報告
いたします。

　　隠退教師、ご遺族年間平均 703 名に総額
4 億 3 千 400 万円の年金を支給しました。

　　一方、掛金収入は約 3 億 500 万円でした。
その差額は、「謝恩日献金」3 千 800 万円、「特
別献金」700 万円、「隠退教師を支える運
動・100 円献金」と各教区協力金 5 千 300
万円、資産運用益 8 千 800 万円で補われ、
5 千 900 万円が退職年金積立に繰り入れら
れました。

　　献金、協力金の詳細は、同封の「年金特
集 No.83」をご覧ください。また、決算に
ついては秋発行の「年金特集 No. 84」に掲
載いたします。

☆この春隠退され、教団年金受給者となられ
た教師の方は、現時点で 22 名、平均年齢
は 75.9 歳です。主の労いと新しい生活が祝

福されますように。
☆「現況届」の提出がまだの方は、すぐに投

函をお願いします。提出後の内容の変更や
追加は、いつでも受け付けていますので、
業務室までお知らせください。

☆「現況届」の通信欄より、年金局職員への
労いの言葉と共に、受給者のご様子がつづ
られていますのでご紹介します。

　　「おかげさまで 96 歳になり、家族に支え
られて、なんとか元気で感謝の日々を過ご
しております。」「要支援になりまして、近
くのデイサービス見学に行く予定です。娘
や孫に世話になっています。スマホのライ
ンが活躍しています。」「連れ合いの世話の
傍ら、神学書を読み、充実した余生を与え
られています。近刊書等も購読しますので
年金は助かり感謝しております。」「1 年支
えられて本当に感謝です。独居老人の家で
すが、近くのマンションの方々がみえて、
かつての牧師館のように人の往来たえない
家で感謝です。」「夫を天に送り、90 歳を過
ぎましたが教会の方々に支えられ信仰生活
を主にゆだねつつ過ごしております。」「高
齢になり年金の有難さを心から感じていま
す。全国の牧師先生ご家族の上に主の祝福
がありますように。」アーメン

☆出版局から異動した職員の引っ越しが完了
し、3 階事務局は少し賑やかです。同じフ
ロアに新会社「株式会社アイ・パブリッシ
ング」が仮事務所を構え、新しい歩みが始
まっています。新しい環境での働きが神さ
まに守られ、支えられ、祝福されますよう
覚えてお祈りください。　　　本田由紀子


